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研究成果の概要（和文）：海外および国内で得られた調査結果を基に研究代表者および研究分担者が独自に開発
した生徒の視点で学習過程を捉える学習支援のシステム化の手法を用いて， PDCA サイクルを取り入れたシステ
ム思考により，新しく学習支援表を設計し中学校で実践授業を行った。授業設計に際しては，技術分野の学習目
標を題材に着目するのではなく，すべての制作・製作学習に共通する4 段階で捉え，上記の構想→設計→製作→
評価の大きな流れの中に，生徒一人ひとりの個別の学習過程としての計画→活動→達成のスパイラルを設定し，
さらに学習支援表を構築した。

研究成果の概要（英文）：We introduced a systematization method of learning support to capture the 
learning process from the viewpoint of students developed based on the survey results obtained 
overseas and domestically. We also designed a new learning support table based on system thought 
incorporating the PDCA cycle and carried out practical lessons at junior high school. In the design 
of classroom activities, we did not focus on the subject matter of the technological field as a 
theme, but in four stages, the concept common to all production / production learnings → design → 
production → evaluation. In other words, the production course was regarded as a large series of 
flows, and furthermore, each student implemented a spiral of planning → activity → accomplishment 
as individual learning process.
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者である角和博は，1997 年の在外研

究から現在に至るまでほぼ毎年米国の国際

技術教育協会（ITEA，2012年にITEEAに改名），

ミシシッピー流域技術教師教育学会

（MVTTEC)に会員として出席し， 17 年間の米

国技術科教育関係者の技術科教育に対する

考え方や様々な教育方略を目の当たりにし

てきた。特に 2000 年に出版された米国技術

科教育スタンダードではレビューアとして

参加し，また日本語の翻訳書では第 16 章と

17 章を担当した。このスタンダードの書籍の

出版により米国の技術科教育の実態が広く

国内にも浸透しつつある。特に，米国の技術

科教育は教育目標や内容体系が明確であり，

現在までに理科・技術・工学・数学を統合し

た STEM 運動やさらにアートを加えた STEAM

運動が注目されている。STEM の基本概念は市

民全般の科学技術認識向上のための教育で

あり，社会における科学者や技術者の層の増

加を目指している。これにアートを加えるこ

とで使いやすさやスタイルなど人間と技術

の親密性を向上する社会システムの構築を

目指そうとしている。全体的な視点から技術

科教育を捉え直すことは教育の目標が明確

になり有意義なことであるが，逆に様々な教

科を統合するあまり実際の授業運用や教材

開発が不明瞭になる欠点も出てきた。そのた

め，全体的な視点を維持しつつ，かつ生徒の

学習過程に焦点を当てた授業運用の研究も

必要となっている。 

 

２．研究の目的 

我が国の将来は，それを担う現在の子ども

たちの可能性にかかっており，社会を創造的

に築く人間の育成が急務となっている。特に

技術科教育はその端を担うことができるが，

諸外国の現状と比較すると，我が国の技術科

教育の更なる質の向上が望まれている。 

本研究では，欧米の技術科教育の実態調査を

基に米国の技術科教育の内容と方法を主た

る参考とし，さらに欧州の技術科教育の展開

も踏まえて，これからの日本の技術科教育の

あり方について考察する。特に，システムズ

アプローチにより技術科教育の授業を見直

し，これまで教師の視点から行われてきた授

業の流れを生徒の視点も含めた両面から捉

える手法に変える。具体的には学習過程の区

分化等を導入した学習支援のシステム化と

して再構築した技術科教育の授業の設計・実

践・評価に関する研究を行う。 

 

３． 研究の方法 

①海外調査：米国のミシシッピー流域技術教

師教育会議や国際技術工学教育協会の大会

に参加し，米国の技術科教育の調査を継続す

る。 

②国内調査：日本産業技術教育学会に参加し，

また学会誌に掲載されている技術科教育の

内容と方法に関する論文および学会の研究

委員会が作成した技術科教育の理念,内容お

よび方法を調査・整理する。 

③実践授業：(1)・(2)で得られた調査結果を

基に，研究代表者および研究分担者が独自に

開発した生徒の視点で学習過程を捉える学

習支援のシステム化の手法を用いて， PDCA

サイクルを取り入れたシステム思考により，

新しく学習支援表を設計し中学校で実践授

業を行う。授業設計や改善に必要な PDCA サ

イクルで年間指導計画や単元計画を立て，本

時の授業の評価において改善点を確認する。

また，授業設計に際しては，技術分野の学習

目標を題材に着目するのではなく，すべての

制作・製作学習に共通する 4 段階で捉える。 

構想→設計→製作→評価の大きな流れの

中に，生徒一人ひとりの個別の学習過程とし

ての計画→活動→達成のスパイラルを設定

し，さらに学習支援表を構築してリアルタイ



ムに近い状況で学習支援を行う方策を構築

する。 

 

４．研究成果 

本研究では，これまで米国を中心とした

欧米の技術科教育の実態調査を踏まえて，

授業の設計・実践・評価を具体化するため

のカリキュラムの開発を行い，学術論文と

しても発表してきた。具体的には Plan-Do- 

See (計画―活動―達成)による生徒の学

習過程の把握や学習支援表や学習状況チェ

ック表等を用いた Web 制作の実践授業を

通して教育内容と方法の両面における学習

支援のシステム化を行った。これまで構築

した考え方を他の題材にも広げて提案内容

の普遍性を検証し，システムズアプローチ

による技術科教育の授業の設計・実践・評

価の手法を確立する。今年度の海外調査で

は，ニュージーランドで開催された TENZ/ 

ICTEConference2017 および米国のミシ

シッピー流域技術教師教育会議に参加し，

海外の技術科教育の調査を継続した。 

国内調査では，日本産業技術教育学会に

参加し，また学会誌に掲載されている技術

科教育の内容と方法に関する論文および学

会の研究委員会が作成した技術科教育の理

念,内容および方法を調査・整理した。実践

授業では，得られた調査結果を基に，研究

代表者および研究分担者が独自に開発した

生徒の視点で学習過程を捉える学習支援の

システム化の手法を用いて，PDCA サイク

ルを取り入れたシステム思考により，新し

く学習支援表を設計し佐賀大学教育学部代

用附属城西中学校での実践授業を行った。 

授業設計や改善に必要な PDCA サイク

ルで年間指導計画や単元計画を立て，本時

の授業の評価において改善点を確認した。

また，授業設計に際しては，技術分野の学

習目標を単に題材に着目するのではなく，

すべての制作・製作学習・育成学習に共通

する 4 段階で捉え，上記の構想→設計→製

作→評価の大きな流れの中に，生徒一人ひ

とりの個別の学習過程としての計画→活動

→達成のスパイラルを設定し，さらに学習

支援表を構築した。 
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